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第2回東海地区学術データ基盤セミナー
2023.7.24



⼤学が提供する⽅法で実施
（＝研究データガバナンス）

研究データマネジメントのあり⽅

•⼤学における RDM
（Research Data Management）

2

収集

記録

⽣成

保管解析
共有

公開

活⽤

研究データの
サイクル

教材ルール
データ
⼈材 情報

システム

研究者/研究Gr ごとの⽅法
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構成員が安全に効率よく研究し
⼤学の研究⼒を⾼めるための仕組み

現状

今後



⼤学の研究データガバナンスに向けて
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統合イノベーション戦略
推進会議

データポリシー（〜2025）

データ公開とメタデータ

RDM⼈材・⽀援体制

研究データ基盤システム

科研費令和６年度交付分

DMPの作成（2024〜）

G7 科学技術⼤⾂会合

グリーンOA（2025〜）



第１回セミナーでの情報交換会

（情報交換会の参加者の意⾒【抜粋】）
•研究データマネジメントの理念や必要性は理解するが
推進するための新たな体制の整備は難しい
• RDM推進の資源（⼈材/システム/資⾦/ノウハウ）が
不⾜しており、単⼀の⼤学での推進は難しい

• RDM推進資源を相互利⽤する⼤学連携の可能性
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https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/information/event/2022-11-09-seminar.html



AI等の活⽤を推進する研究データエコシステム構築事業
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2022年度〜2026年度 https://www.nii.ac.jp/creded/nii_ac_jp_creded.html



研究データエコシステムと⼤学連携

6

RDM資源の共⽤

ノウハウの共有

モデルの展開

地域内の学術機関が連携し，
研究データエコシステムの地域拠点を形成

推進体制，ポリシー策定，
リポジトリ運⽤，メタデータ

データ⼈材，RDM教材，
データ基盤，⽀援サービス

機関連携のモデル形成
ノウハウの蓄積と体系化
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研究データエコシステム東海コンソーシアム
〜会員募集のご案内〜
Research Data Eco-System Tokai Consortium



コンソーシアムの概要

【⽬的】東海地域の⼤学，⾼専，研究所等が連携し，
研究データエコシステムの整備・普及・利⽤促進

【活動内容】
•学内体制整備，データポリシー策定等の情報交換
• RDM推進のノウハウに関わるセミナー開催
•データ基盤、データ⼈材、RDM教材等の資源共⽤
•地域内の事例や成果を他地域や全国に展開
•その他、研究データエコシステム構築に関する事業

【活動期限】
• 2023年度〜2026年度

【事務局】 名古屋⼤学情報連携推進本部
8



コンソーシアム参加のメリット
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情報交換イベントへの参加・企画

RDM推進に関わる相談（ノウハウの共有）

コンソーシアム活動の要望と実践

RDM資源（⼈材、教材、機材等）の共⽤

コンソーシアムを通じた会員活動の広報



研究データエコシステム東海コンソーシアム︓⼊会

【会員】
•正会員︓⼤学，⾼専，研究所等の学術機関
•準会員︓上記学術機関に属する部署

※東海地域に限定しません
【会費】不要
※「AI等の活⽤を推進する研究データエコシステム構築事業」の

名古屋⼤学への配分予算でコンソーシアムを運営します

【⼊会⽅法】
•⼊会申込書をメールでお送りください（随時受付）
• 詳細は、名古屋⼤学情報連携推進本部のページ
（https:/www.icts.nagoya-u.ac.jp/）から

RDMの推進に関⼼のある学術機関ならびに部署の
皆様のご⼊会をお待ちしております
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